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十
…
月
二
十
六
震
に
は
町
町
議

炉
会
総
同
周
期
磁
挙
げ
か
行
な
か
れ
ま
す

哨
と
れ
か
ち
の
関
係
様
、
わ
た

山
押
し
た
ち

κか
わ
っ
て
、
附
問
時
蹴
を

同
行
な
う
人
、
最
も
身
近
な
代
表

時
争
捕
鴎
ぷ
大
切
な
淡
世
帯
で
す
。

事

町

政

M
r
、
わ
た
し
た
ち
俊
一
悶
開

国
の
た
め

κ行
な
わ
れ
る
か
ど
う

山
中
か
、
ま
た
、
間
関
る
く
、
設
か
な

蜘
町
に
な
る
か
春
、

ζ

の
選
ば
れ

叫
に
、
日
十
人
の
議
員
の
務
総
氏

陣
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
い

伽
い
す
ぎ
で
は
あ
ち
ま
せ
ん
e

噛
そ
の
為
に
も
、
わ
た
し
た
ち

ム
聞
は
、
的
問
機
事
告
の
人
以
別
ゃ
、
者
へ

阿
波
を
、
で
き
る
か
ぎ
ち
の
笈
仲
間

中
で
知
ち
な
け
れ
ば
な
り
ま
惨
ん

酔
あ
の
役
務
者
は
、
級
品
百
訟
だ
か

叫
ら
、
持
鶴
湾
が
あ
る
か
ら
、
食
品

山
内
を
災
つ
に
か
ら
、
と
れ
駒
憾
の

炉
「
か
ち
だ
け
で
縫
い
一
淡
長
役

喝
じ
る
よ
う
な
ζ
と
に
な
る
と
、

噸
釘
政
は
申
況
の
必
い
「
か
ら
い
だ

叩
け
の
も
の
に
れ
わ
ゆ
っ
て
し
ま
い
ま

申
す
。
滋
路
、
水
灘
、
教
育
、
注

蜘
従
事
業
、
あ
る
い
は
、
防
相
腕
と

哨
ど
の
一
っ
か
偽
と
っ
て
も
、
わ
た

制
し
に
ち
の
身
近
な
附
附
綴
ば
か
り
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十
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同
月
五
日
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な
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千
八
百
三
十
吋
入
に
対
し
、
同
月

帳
場
一
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M
m
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野
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∞
∞
閉
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続
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関
川
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h
あ
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削
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千
八
ぼ
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千
波
期
間
十

酔
謹
一
川
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一
二
人
mw
設
楽
数
で
し
た
。

玄
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一
投
票
率
は
、
一
一
;
思

山

内

政

一

一

一

で

昭

和

一

口

十

五

年

の

参

綿

織

悶

間

協

附

恥

一

J

桜
山
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欠
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汐
彩
色
プ
ナ
九
・
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%
を
下

一

一
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…

一

ま

わ

る

投

票

総

で

し

た
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み

い

!議

の
笛彊窃覆穏絢

で

十
一
月
二
十
六
日
町
議
会
議
員
選
挙

で
す
。

ζ
れ
を
ど
の
よ
う
に
行

な
う
か
を
淡
あ
て
い
く
総
会
の

議
員
が
「
か
ら
L

の
人
で
は
、

わ
た
し
が
い
ち
の
生
出
棋
は
、
附
明
る

〈
、
強
か
に
は
な
ち
ま
せ
ん
。

「
自
分
の
代
与
に
な
っ
て
町

の
行
時
抗
告
行
な
っ
て
も
ら
う
た

め
に
滋
ぷ
の
だ
」
と
い
う
ζ

と

を
よ
く
考
え
て
、
官
刊
に
立
派
な

人
を
議
会
に
お
く
る
よ
う
に
後

ん
な
匂
心
げ
か
け
ね
ば
な
ち
ま
せ

し

vo
，，， 

納税のおねがい

P1rの事3整会~Pd滑におζ伝われるには、やはり
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体
の
不
告
白
へ
な
入
は

代

理

投

薬

卜
一
対
一
ニ
十
日
舎
内
抗
っ
て
院
総
訟
で
行
な
い
ま
す
。

泌
総
了
と
な
る
銭
孫
子
附
判
噛
機
会
盟
国
潜
ゅ
の
数
日
投
票
の
明
、
き
る

叩
瞬
時
同
一
級
滋
教
の
日
は
、
十
一
も
の
は
、
総
和
一
一
十
二
年
九
月

叫
河
川
崎
十
六
刊
に
淡
だ
し
ま
し
た
一
一
日
ま
で
に
疲
れ
た
者
で
、
九

ζ
れ
に
符
い
、
十
一
月
十
九
悶
三
日
淡
畿
で
三
ケ
同
月
以
上
、

口
選
挙
ば
関
口
の
告
示
、
公
十
六
本
野
氏
佼
ん
で
い
た
穏
で
す
。

日
午
前
七
時
か
ち
午
後
ム
ハ
持
ま
し
か
も
選
挙
人
点
制
緩
民
登
師
献

で
拍
説
明
間
引
が
行
々
わ
れ
ま
す
。
古
れ
て
い
る
人
げ
い
け
が
役
務
旬

開
閉
泉
市
事
情
向
と
野
せ
て
行
な
う
き
ま
す
。

選
数
d
A

内
械
は
、
一
一
十
六
円
日
午
後
七
夕
の
議
け
な
い
人
ゃ
、
終
の

腕
吋
双
十
分
か
ら
、
総
吋
小
学
校
ズ
38由
仕
方
で
、
翁
分
で
役
双

向。
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で

最
低
の
投
票
率

参
議
隣
同
知
機
欠
遊
撃

す
る
ζ
と
の
山
山
淡
な
い
人
の
た

め
に
代
務
波
川
端
制
約
出
況
が
あ
与
沼
市

す
q
と
れ
は
、
各
制
偶
然
一

mw仏
行
っ

て
、
そ
の
箆
巻
市
申
し
出
る
と
、

投
明
制
緩
絞
殺
が
、
本
浅
は
滋
世
中

人向凶臨時
U
P
記
入
し
制
訳
淡
引
に
き
な

い
と
認
め
た
と
き
は
、
数
出
制
巾
り

協
桝
酷
樹
容
.
一
お
に
代
訓
現
役
叩
榔
刑
者
行

な
う
よ
う
に
命
じ
ま
す
の

検
品
問
者
は
、
別
取
挙
人
花
変
っ

て
一
人
が
銭
入
し
、
的
凶
m
w
}
人

い
か
、
閣
組
数
人
mw
一
日
同
っ
た
絞
油
開
者

郎
副
ち
を
卦
甘
い
た
か
ど
う
か
を
後

か
め
る
ζ
と
に
な
っ
て
い
ー
認

す
。
品
川
淵
現
役
叩
割
引
の
晴
樹
ぬ
脅
す
る

人
ば
選
挙
人
U
F
綴
れ
に
崎
忠
告
川
、

窓
窓
を
虫
病
問
問
し
な
か
は
、
絡
の

人
花
時
間
婦
制
対
K
知
ら
せ
立
せ
ん

潮
崎
挙
準
君
油
関
係
経
げ
か
、
選
挙

人
誌
対
し
、
協
熊
楠
問
者
の
あ
持
制
、

ま
た
は
す
で
に
授
業
し
た
鈴
油
相

翁
mw
名
前
聞
を
表
米
ず
る
よ
う
に

ゆ
ゆ
め
た
ち
、
淵
制
殺
人
口
松
投
叩
摂
し

た
設
補
殺
の
名
前
を
八
諒
察
し
た

ち
す
る
と
と
は
「
糊
刷
機
ら
ん
対

に
よ
る
選
殺
の
潟
市
間
妨
盟
国
四
時
」

な
ど
で
蹴
時
期
叫
古
れ
ま
す
の
明
、
潮
崎

挙
人
の
俊
樹
掛
託
つ
い
て
の
抑
制
絡

は
的
首
会
に
守
ち
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
附
し
山
内
く
M

い
き
い
の

吋
議
選
や
人
附
樹
氏
し
ば
ら
れ
投
薬
し
た
か
と
い
う
と
と
を
総

M
M
、
ま
ず
欄
間
総
管
制
場
者
は
、
滋
い
う
と
と
で
す
。
…

ず
、
あ
る
い
は
貿
収
、
鉄
掃
除
な
人
も
せ
ん
然
ず
る
ζ
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目
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ど
も
応
ち
な
い
で
出
制
分
の
総
額
な
い
と
い
う
ζ

と

で

す
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で
、
ち
っ
ぱ
な
人
を
澄
び
た
い
ろ
ん
、
出
回
分
の
段
閣
献
に
つ
い
て
を
〕
ケ
所
は
緩
め
て
全
郊
の
淡
か
ら
だ
の
総
会
と
か
、
燃
が
一

と
思
う
の
だ
が
、
毅
み
に
主
化
品
出
入
に
簿
ね
ら
れ
て
s
b
ζ

れ
に
奇
い
っ
し
に
す
る
の
で
、
ど
の
書
け
な
い
人
の
た
め
に
代
瑳
投
一

浴
動
燃
な
ど
託
、

H

あ
な
た
が
答
え
る
必
要
は
な
い
と
い
う
ζ

地
絞
め
授
業
に
は
ど
の
後
補
者
終
が
あ
ち
ま
す
。
…

ど
れ
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か
は
、
す
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で
す
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m
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閣
制
け
か
多
か
っ
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い
う
ζ

と
代
理
投
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縫
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、
代
怒
す
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こ
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密
機
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叫
す
一

言
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る
と
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っ
ち
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い
判
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』
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た
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湾
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す
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一

芳
と
で
す
が
、
滋
法
で
も
八
ム
総
務

h
滋
滋
綴
緩
援
態
察
察
謀
議
庇
た
か
骨
敵
陣
認
し
あ
う
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ど
と
、

ζ
と
が
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れ
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、
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び
し
く
お
一

世

帯

時
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で

も
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投

国
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の

総
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1
2市
中
か
ら
ぶ
投
画
制
緩
淡
者
が
投
閣
制
窓
A
W
人
一

つ
ま
り
、
投
酉
問
者
が
役
総
し
・
も
っ
と
も
終
に
な
る
の
は
、
河
総
で
あ
る
し
、
技
術
桝
閣
制
棋
の
滋
狩
守
閣
聞
い
て
補
助
お
を
選
一

ょ
う
と
す
る
と
き
、
ど
ん
は
俊
樹
線
mw
蹴
開
花
、
越
単
線
な
ど
で
ど
に
、
総
裕
品
告
の
部
内
%
以
外
の
ζ

ぴ
立
す
が
、
以
ぷ
の
よ
う
な
ζ

…

術
品
告
を
選
ん
で
机
説
明
議
し
よ
う
と
れ
の
投
楽
で
あ
る
か
が
わ
か
る
と
を
書
く
と
ぺ
品
担
割
引
記
緩
い
と
と
を
考
療
し
て
い
ま
す
の
で
、
一

と
れ
に
つ
い
て
般
人
も
子
総
す
の
で
は
な
い
か
と
い
う
と
と
勺
い
っ
て
投
銭
は
無
効
に
な
り
ま
仲
内
線
数
淵
酬
に
よ
る
抑
制
緩
は
完
全
一

}
る
と
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
す
が
、
開
架
を
縁
仏
間
る
と
き
に
す
の
で
晴
夫
擦
に
は
中
旬
、
き
な
い
と
以
内
す
ら
れ
る
わ
げ
り
す
。
一

る
)
花
開
鱗
仲
間
も
し
く
は
待
作
枕

統

計

大

会

不

し

て

い

る

者
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な
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的

が
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る

人

祭

功

労

者

の

受

綴

は
、
軍
思
議
喝
の
矧
況
が
れ
ほ
一
不
3
れ
き
る
十
滋
十
一
一
日
午
凝
削
除
党

た
白
か
ら
議
挙
の
節
付
け
ま
で
、
化
会
制
附
に
お
い
て
、
然
十
一
一
組

不
殺
者
投
用
品
を
す
る
ζ

と
が
で
ザ
ナ
掛
偶
然
統
計
心
人
々
か
、
盛
大
に

与

ま

す

。

お

と

な

わ

れ

ま

し

た

む

大

会

で

ζ
h
w
汐
州
問
は
、
設
国
制

ω不
正
は
、
参
与
に
わ
た
ち
柑
駒
郡
耐
柄
拘

争
防
止
す
る
た
め
、
数
議
口
氏
げ
い
従
事
し
た
功
労
翁

κ糾却し、

制
試
薬
に
行
け
な
い
と
と
の
ω
紙
切
労
畿
大
阪
災
h
r
、
手
議
謀
総
務

蓄
が
必
淡
明
、
あ
る
と
か
、
い
く
賞
な
ど
数
々
の
表
彰
が
お
ζ
な

つ
か
の
手
続
が
あ
ち
ま
す
の
で
わ
れ
ま
し
た
σ

本
綜
間
関
係
で
は

滋
必
勝
田
潔
毅
問
問
会

κ総
務
?
?
部
劇
的
関
武
器
…
段
門
土
袋
持
博
品
地
紋
淡

ぇ
、
開
放
い
の
伝
い
よ
う
十
分
業
後
和
掛
か
総
後
災
と
し
て
、
二
十

総
附
税
者
総
印
刷
し
、
}
人
で
も
多
一
年
余
従
事
)
と
、
後
本
定
失

く
滋
撲
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
辺
氏
(
布
絵
下
地
隊
臨
時
器
用
統
針

i
i
A
S
;

制
相
官
江
品
川
と
し
て
、
約
二
十
匁
俊

一
一
一
、
そ
の
総
務
)
の
ふ
名
花
剖
却
し
、
千
談
開
閉

録
制
割
に
つ
い
て
は
、
我
孫
子
総
務
逐
台
統
計
凶
明
党
会
長
変
彰

いかみの・
ηふ
滋

'uhi
山。

抑
叫
役
ぬ

(ω
地
山
町
耐
久
一
日
!
‘
一
一
ま
た
、
十

一
…
脱
税
)
建
設
叙
仲
間
お
係
に

れ
ね
称
ね
く
と
き
い
e

X

父

V
ハ

近，~!i m J査

者

投

は

選
挙
自
の
龍
日
ま
で
に

投嗣納付
μ
託
、
次
げ
山
損
掲
げ
る
副
理

泌
氏
よ
っ
て
、
ど
う
し
て
も
投

補
誠
一
例
託
行
っ
て
叫
筑
紫
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
不

在
殺
畿
税
問
を
す
る
こ
と
が
で
き

玄
す
。

必
殺
判
明
日
に
山
内
張
旅
行
、
吋
問
先

制
執
綾
な
ど
、
選
殺
人
名
拘
時
記

淡
輪
略
さ
れ
て
い
る
市
酌
町
村
以

外
で
、
総
務
や
業
務
次
採
取

し
て
い
る
饗
c

品
w
交
泌
総
建
設
、
出
品
悩
脂
綿
押
部
制
な
と

や
む
を
得
な
い
削
刑
務
ま
た
は

事
後
々
ど
の
玲
合
、

品
切
胸
間
後
、
品
州
市
問
、
統
制
問
な
ど
の

た
め
時
間
耐
併
に
入
隊
し
て
い
る

総
会
〈
際
授
が
不
在
波
紋
級

協
同
捌
制
緩
と
し
て
都
滋
協
削
除
mw

滋
挙
管
理
委
臼
門
会
か
ち
指
定

さ
れ
た
出
例
措
附
)

A
W
交
潟
地
げ
い
葬
祭
に
関
融
持
な
総
域

へ
同
秘
引
開
府
で
務
総
合
れ
て
い

町
営
住
宅
議
欠
入
震
の
募
集

十
一
対
一
一
十
日
以
口
い
ま
で

ム
本
附
叫
に
は
今
年
建
設
し
れ
い
十
以
下
ぬ
対
局
稲
収
入
〈
後
援
銭

的
怖
の
附
問
料
借
住
宅
と
ゐ
わ
せ
て
二
除
等
あ
ち
〉
絡
…
…
綴
一
住
宅
は

際
六
十
五
拙
刊
の
仲
間
引
も
が
み
ち
ま
凶
持
制
問
収
入
一
一
万
山
内
以
下
旬

す

。

日

開

疑

問

続

殺

ま

た

は

緑

町

崩

し

よ

う

ζ

れ
ら

ω住
モ
ド
d
部
一
い
た
潟
と
ム
ヌ
る
制
相
談
が
あ
る
ζ
と。

会

ω鶏
欠
入
周
期
税
金
あ
ら
か
じ
叫
判
明
引
に
ぷ
46仰
い
問
問
惜
別
し
て
い
る

め
き
め
て
お
き
、
そ
の
総
攻
入
者
3

尽
さ
せ
る
た
ら
次
の
と
お
き
続
一
…
、
織
し
込
み

欠
人
総
者
の
募
然
を
い
た
し
ま
ハ
門
閥
均
相
関
問
↑
一
…
年
十
一
月
ニ
十

す

。

五

日

ま

で

。

-

、

入

絞

殺

の

資

脳

内

W
出叩込

mM執
は
、
裁
判
縦
割
断
仲
間
宅

一
付
命
中
町
民
仲
間
一
敗
ま
に
は
勤
務
問
問
開
に
あ
り
ま
す
認
と
れ
に
相
関

燃
を
有
す
る
と
と
。
和
相
時
十
}
年
給
与
支
払
い
絞

H
H
第
一
級
仲
間
市
に
つ
い
て
は
、
問
機
と
月
間
賠
親
族
材
紙
酬
明
書
を

ユW
A
川
円
を
こ
え
な
…
万
六
千
円
添
付
し
ま
す
P

i気持i421p9 徐行現{!，

お 17.告51人(島if13J主総人増)

jJ: 18.352人( 11 37人前)
HI 36.3日3人{グ 83人i脅〉
渋滞数8、845絞緩い 281員祭液〉

告M(;f)人口jlilJfj議
i女Jと

(1)J) (女) (寄了) Iしし
出俊 24人 25人 49人 1mセ
転 入 92人犯人 170人|泰三

)0 T.:: 7人 5人 12人 i稜十
i η単位吋

車品 目I63人 61人 124人|あ年

転入liH苦 悩悩苦 12登
録lli澄務 総|世帯 leぎ
一一一一一一一一J1.こ1<:
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収
入
割
合
グ〉

上
昇

昭
和
四
十
年
よ
ち
八
e

九
%
の
増

昭和41年変決算と今年度上半期のようす

一
般
会
計
m
w
淡
繁

中
イ
入
総
額
没
、
}
為
]
一
一
六
、
附
同

八
平
Em内
は
、
議
年
度
に
叫
ん
ペ

}
一
一
七
・
ぷ
殺
と
な
っ
て
お
ち
ま

す。
才
入
品
拭
鎮
め
関
口
…
・
七
銭
を

お
ぬ
る
町
制
明
に
つ
い
て
は
、
紬
桝

絡
に
叫
ん
べ
八
・
九
%
の
胤
唱
と
な

っ
て
お
り
立
す
。

ζ

の
附
叫
殺
の
開
は

O
e
一一一%を

占
め
る
街
路
料
棋
は
九
…
・
六
%

の
収
入
裂
含
を
一
ぶ
し
て
い
ま
す

が
、
制
制
定
資
産
税
等
の
紋
入
制
剤

品
開
は
総
隊
出
成
よ
り
若
干
落
ち
て

68，049 
5，050 
2，1事4

15，事50

2，515 
913 

11，494 
7，878 
115，277 
16，548 

l 制
:七863

3骨，800

1百4，480

302，41島2
5基告明日

79，65'宮
26，086 
27，059 
29，872 
4告，喜容量

420 

117，。事2

1，200 
8，000 
9，169 

75，笈)()

730，3号S

Jl11 ;汀交付汲

分鎧金及主主総会:

室電用料及宅手数料

霞建 3芝:11金 j

り11恩交 Hi主主;
主|財綴技人
三i号寄 附会
季最入 金

書il 長
j授入
f長i

誇i

第4重量 42年度一重量会針予算(収入〉

憲主

そ
の
鎗
援
に
公
共
施
淡
吾
作
っ

て
部
減
免
す
る
た
ゅ
の
九
五
乱
射
で
、

ご
絞
余
計
に
一
際
、
え
開
問
八
千

間
内
総
ぬ
き
れ
機
構
絹
M
V
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
@

天
王
台
之
掛
地
W
偽
商
州
戦
制
慾
千
機
民

は
滋
山
市
灘
絡
の
区
爾
制
加
捌
聴
い
か
気

7
J
し
、
情
技
官
廿
工
事
を
完
成
主
ぜ

る
た
ゐ
…
ム
泌
が
滋
め
れ
ち
て
お

与
ま
す
φ

本
会
計
も
終
了
す
る

時
開
抽
出
民
向
い
て
お
ち
ま
す
。

柏
村
削
刷
会
計
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
附

拠出
w
舗
数
綴
遂
と
建
竣
り
の
た

め
、
々
議
室
雲
、
行
な
っ
て
お

!ii3iiiH111ii芸能;iiigli!?i;;;51
23て皇室付fi五懇話3害総控室 護霊長言語訳芸員きすき
3争55tt;2軒;室長見長持詩十都民計三
官!ぷ;記 1E;;篠山ミ ?F11:i13111
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縮
問
附
町
人
口

間
関
十
一
一
年
度
予
算

A
M

可
知
十
隊
、
は
、
ぬ
イ
知
初
予
察
以
来

二
留
の
稀
正
金
行
な
い
、
…
般

会
計
総
額
七
一
一
一
ハ
〉
、
八
九
八
千

川
町
と
な
与
、
各
会
計
予
算
総
材
開

は
然
知
畿
の
と
お
り
で
す
α

一
絞
余
計
の
や
J

努

総
和
相
開
間
十
二
作
疫
の
日
航
照
会

川
鮮
の
事
一
位
事
業
は
、
庁
舎
硝
鰍
帆
制

緩
ん
淡
ぷ
…
品
、
笠
丸
玄
-
T
山
口
、
一
火

ザ
ヱ
ム
ロ
統
制
胤
紬
税
期
縦
一
病
薬

M10、
0

0
0千
肉
、
資
年
制
鰯
媛
絞
六
、

七
四
一
二
T
m円
、
噛
鴎
協
叫
札
制
総
務
幾

三
誠
一
エ
九
八
千
問
、
務
総
務
的
統

僚
機
器
滑
八
、

7
1
0
0千
河
、
し

一
家
3

1

0

0

0

さ
ま
の
と
調
理
師
貯
と
と
協
力
に
よ
災
平
公
民
新
聞
肌
設
蟹
事
業
、
庁

長

り

終

綴
m
w
w
邪
薬
が
計
画
ど
お
き
会
繭
間
後
取
灘
、
し
開
紙
終
割
閣
議

7

遂
行
事
れ
で
腐
り
ま
す
と
と
壱
綴
鎖
市
中
犠
蜘
滑
な
ど
の
事
懇
を
計

調
深
〈
時
制
裁
い
た
し
ま
サ
。
一
闘
し
て
お
き
立
す
。

本
緩
和
制
限
十
一
年
度
潔
品
織
は
、
ま
だ
多
〈
mw
一祭器桝が山附縦帆

鈴
災
小
、
獄
中
体
育
隊
、
昨
間
務
仲
枕
し
て
お
き
ま
す
が
、
機
き
ま

場
絞
殺
γ
一
類
、
第
二
小
学
校
鳩
山
w
p
h
楠
開
力
令
い
た
だ
き
な
が

隠
如
何
隊
十
一
年
出
院
の
決
算
状
柑
耕
太
哨
引
な
ど
み
掛
棋
の
烹
器
用
が
執
ち
開
明
る
い
防
づ
〈
ち
に
努
め

況
と
開
制
約
伎
十
一
一
制
作
成
上
半
議
行
で
き
ま
し
た
と
と
は
、
油
国
き
た
い
と
怒
い
立
す
の
で
今
後

予
察
A
U

品
執
行
牧
市
叫
に
つ
い
て
、
ま
の
と
協
力
的
W

緩
と
腕
融
制
削
い
た
と
も
よ
ろ
し
く
と
後
務
、
と

時
臨
時
以
家
僚
の
公
表
と
い
た
し
ま
し
て
お
与
ま
す
。
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
猟
い

ず
。
町
長
就
径
以
来
、
前
町
災
後
本
修
復
3
0
湾
年
館
建
設
準
掛
館
市
申
し
あ
げ
立
す
。

お
ち
ま
す
が
、
削
閉
山
相
問
問
一
一
年
静
止

は
景
気
図
復
が
議
し
い
の
で
、

絞
入
割
問
A
n
の
上
昇
μ
伊
予
綴
容
れ

ま
す
。ζ
の
仙
畑
、
依
察
対
療
で
あ
る

薗
際
支
出
向
A
潟
、
然
災
山
川
金
等
の

収
入
は
良
好
明
、
す
e

ま
た
、
審
際
金
収
入
だ
け
が

.
一
%
と
非
常
に
極
彩
で
あ

り
ま
す
が
、
と
れ
に
対
応
し
て

才
出
向
日
織
に
よ
り
潟
カ
抽
出
に
逮
局

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

才

闘

才
山
山
は
、
予
算
に
対
し
八

0

.
双
%
と
舗
前
年
夜
よ
り
三
九
・

R
ぷ

一知
mw
一

山
間
一
文

子

よ

究

開
岬
将
一
叫

同日立川叫附

じ
品
官
、、各府税措斗ηr-aH時和田由

Eヨ封入院
文おtJ会

19，869 4.001 
210，127 126，833 
44，857 5，620 
118.555 26，962 
13，421 3.224 

58，703 12.649 

5，158 号

124，131 27，340 

3ぷ00 7，535 

75，546 19，818 

21，181 2，528 

1，444 1，444 

730，898 : 1剖8，324
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総会受

総務官空

気投書聖

書雪 主主 純

労 喜霊 長芝 j

農林水際議室空 j

王室 ご工 費

土木 'l-!Zi 
IVi 望号 i

育ヌ;
抗凝;

{輯 't't

ill' 

教

会

予

会

千
円
、
消
絞
殺
談
後
徽
感
染

火、

O
一
六
千
隊
な
ど
が
叫
別
含
い
ふ

さ
れ
、
そ
の
事
業
総
額
は
一
一

bw

o、
刊
}
ハ
vd十
円
に
な
り
ま
す

特

別

会

計

の

予

算

前
科
阿
部
会
計
の
う
ち
公
共
下
水

滋
感
染
会
計
は
、
お
本
径
故
対
抗
山

間
問
機
沈
合
開
出
品
地
時
開
設
花
よ
る
下

水
滋
級
殺
の
た
め
一
本
年
度
よ
ち

設
弔
慰
さ
れ
、
総
駁
議
後
七
O

九、

-
0
0千
m
内
で
、
脳
閉
山
刊
閲

十
竺
乱
部
俊
中
に
一
計
一
滋
の
二
分
…

争
防
総
げ
い
し
て
お
れ
ツ
ま
す
。

ま
わ
い
ト
山
本
滋
務
薬
会
一
計
は
、

静
水
岨
樺
時
知
数
日
公
品
γ
J
し
、
送
開
出

水
出
属
工
事
の
府
開
…
州
側
γ
州
機
M
V
盤調

工
さ
れ
、
昭
和
四
十
…
一
一
年
総
月

後
に
は
崩
輔
さ
ま
の
家
滋
沈
仏
如
水

で
き
る
針
制
酬
明
、
あ
き
ま
す
。

72650手間

ZqOζfPl 

4 水道家業 133550千円

天王台土地a;-@i整理 135653千円

柴踏まこ美並区画整理 6000千円

特別財産主運営家主義 1350平内

会共下水道理事幾 何1300千円
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。寄私
は
し
か
予
紡
接
種

の
申
し
込
み

は
し
か
(
綴
し
ん
V

ソ

γ
附何世紘

一
磁
の
由
申
し
込
み
吾
、
次
の
と
お

り
巾
ズ
付
け
ま
す
。

対
象
開
閉
和
↓
…
一
十
八
年
間
関
口
こ

れ
か
ち
制
閉
山
柑
附
同
十
一
一
線
一
一
一
月
末

H
H

ま
で
の
山
同
然
回
路

申
込
み
印
鐙
、
隣
骨
子
学
制
問
、

制
約
合
間
悶
淀
川
河
を
そ
え
、
開
陣
帥
慨
深

ヘ
十
}
日
月
三
十
円
円
ま
で
に
由
申
し

込
ん
で
く
ど
き
い
。
な
お
、
ニ

吋
尽
の
創
刊
点
識
は
…
附
川
闘
の
終
端
趨

絡
に
い
た
だ
き
ま
す
。

会
硝
噛
市
甲
央
会
民
総

知
小
米
年
始
の
ゴ
、
ミ

制
収
終
日
緩

ゴ
ミ
の
然
災
絞
終
は
十
二
弓

…
…
十
九
日
か
ち
一
月
間
同
日
設
で

お
休
み
を
い
た
ど
与
ま
す
か
、
勺

な
る
べ
く
匁
前
日
に
処
理
す
る
よ

う
お
綴
い
い
た
し
ま
す
。

終
判
明
郎
帆
掛
照
の
知
伸
仰
木
将
品
知
心
事
4

4Xは
次
の
と
お
ち
で
す
。

十
一
…
月
二
十
八
日品
時
議
子
町
全
誠

一
丹
波
門
料
品
料
孫
子
町
全
域

滋
時
間
腕
町
出
制
は
今
即
時
ど
お
き

で
す
。

イ

ン

フ

ル

エ

ン

ザ

の
一
予
防
接
積

対
象
者
、
処
後
一
ニ
ヶ
月
以

t
の

金
釘
民

制
刊
金
、
十
五
才
引
払
μ
山
首
二
十
m
m

A

ハ
汐
以
下
十
九
十
月
(
各
一
一
郎
分
}

時
時
附
閥
、
各
会
務
午
後
二
姥
か
ら

口
一
十
分
ま
で

g
s
-
E
u

口同国い門口
M

U

M

関口戸時
μ

E
一

1

2

3

4

4

5

S

間
関
…
肌
飢
町
即
応
治
郎
附
刷
、

“，u
…
ぬ
d

q

L

の
G

O

G

n

，u

。。向必

a
s
r
L日
r
L日
γμ
は

Fμ
“
「
ら

u
r
ι
η
P
L
n仙「

1
8
8
e

一悶
M

阿川口
H

時
同
口
同
口
H

口M

g争
，
…
噌
目
ゐ
必
需

n
o
p
o
c
o

守，。。

闘
円
一
同
月
間
何
日
閥
均
同
月
伺
凡
同
月
回
一
一

可
A

一。“。
6
0
A
M

今
必
の
ん
の
G
の
ゐ

:
 

a
u
一
一
属
国
幽
毅
国
間
関
絞
掛
税

者
一
線
開
崎
一
育
育

Y
W

L
拭
制
イ
i

保
同
体
一
コ
一
月
一

長
一
め
山
側
鎖
倒
聴
樹
事
揖
帰
第




